
（別紙３）

～ 2025年　12月　26日

（対象者数） 17 （回答者数） 12

～ 2025年　12月　26日

（対象者数） 10 （回答者数） 10

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・今後も手厚い人員体制を続けられるように努める。
・時間ごとの職員配置や体制について、より良く行えるよう
努める。
・直接支援の時間を増やし体制を充実させるため、支援以外
の業務効率化を継続的に実施する。

2

・既存/類似したプログラムに限定せずに、幅広く情報収集や
立案を行う。
・活動の狙いを意識したプログラム選定、運営を行い、自立
支援/発達支援としての成果を高めていく。

3

・障害特性や発達についての知見を職員一人一人が高めるこ
とで、より適切な支援を行うことが出来るように努める。
・児童一人ひとりをよく見られる体制を維持すると共に、関
わり方についてのスキルを高めていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・1つ1つ課題を整理し、ツールの導入やルール整備など、
取り組んでまいります。

2

・定期的な実施のスケジュールおよび広報内容の整理、使用
FMTの整備等を通じ、日常のコミュニケーションに加えて、
より充実した連携を図っていく。
・保護者会の実施等について、検討していく。

3

・まずはアイデア出しや情報収集を行い、現実的に安全に実
施できるものを立案する。
・対外的な交流を広げ、ご協力いただけるような環境、関係
性を築いていく。
・年に1つなど目安を定め、実施していく。

■子供達の受け入れ環境の整備
└事業所の広さ（メインの支援室2部屋＋個室も複数）
└体制の手厚さ（現状、児:職＝1:1～4:3程度の比率）
└綺麗で清潔、整理整頓された空間

・シフト作成時に、必ず人数比を見て作成している。
・多くの方に選んでいただける『働く環境』づくりに努める
・チェック表を運用し、清潔、整理整頓を保っている。
・朝礼、昼礼、終礼、および日々の記録等を通じて情報共有
し、一人ひとりに合わせた支援提供に努めている。

■プログラム運営の多様さ、充実度合
　└毎日1つ以上の集団プログラムを実施
　└プログラムは日替わりで、経験の幅や多様さ、楽しみなが
ら自立支援を行う。

・他施設様の事例等も含めて情報収集を行ったり、同法人内の
連携により他教室のプログラムを取り入れるなどして、幅広い
活動を行うようにしている。
・役割分担を通じて、専門職が専門的な知識やスキルを活かせ
る環境を整えるよう努めている。

■職員間の連携
　└日々よく会話、連携をとり、全般的な運営や支援に活かせ
るようにしている。

・一人ひとりが良い雰囲気づくり、良い連携を通じて良い支援
を提供する意識を持っている。
・こまめに会話して連携を取っている。
・こまめに連携が取れるだけの手厚い人数体制がある。

■外部・地域連携
　└施設外の、地域の機関等との連携や交流が少ない。

・実際の実施に際して確認、調整事項が多く、0から立案しな
いといけないため、施設側で完結できる他の活動が優先されが
ちである。
・保護者様を通じた連携を中心としているため、園や学校、医
療機関との直接の連携は少ない。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

■業務の全般的な型化、定型化
　└アセスツール
　└その他

・職員間の密な連携を通じて対応してきているため、人によっ
て差が生まれやすい状態になっている。
・慣れた人にとっては動きやすくまた問題も起きていないた
め、そのような運用が続いている。

■保護者様との相互連携やコミュニケーション等
　└送迎時のやり取りが基本となっている。

・定期的な対応についての定めが少なく、ご利用時のコミュニ
ケーションを通じて不定期で追加のコミュニケーションを行う
体制になっている。

2025年　12月　9日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026　年　2月　5日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 こぱんはうすさくら　つくば稲荷前教室

○保護者評価実施期間 2025年　12月　9日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


